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エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
く
ぐ
り
、
来
館
者
が

最
初
に
訪
れ
る
展
示
室
。
こ
こ
で
は
、
高

さ
3.5
ｍ
に
及
ぶ
巨
大
な
女
性
像
に
圧
倒

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
出
身
の
作
家
、
ロ
ン
・
ミ
ュ
エ

ク
の
作
品
で
す
。

　

ミ
ュ
エ
ク
は
１
９
５
８
年
生
ま
れ
、

90
年
代
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の

活
動
を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

２
０
０
３
年
に
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、

06
年
に
東
京
都
現
代
美
術
館
な
ど
で
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
は
も
と
も
と
映
画
や
子
ど
も
番
組
の

模
型
造
形
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
人
体
は
シ
リ
コ
ン
や
フ
ァ
イ
バ
ー
グ

ラ
ス
な
ど
の
素
材
を
用
い
て
、
し
わ
や
血

管
が
浮
き
出
た
皮
膚
の
質

感
か
ら
、
毛
髪
、
毛
穴
に

至
る
ま
で
超
リ
ア
ル
に
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
人
体
サ
イ

ズ
は
大
胆
に
変
化
さ
れ
、

イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
隔
年
で

実
施
す
る
大
規
模
な
美
術

展
）
に
出
品
さ
れ
た
高
さ

〜
作
品
紹
介
② 

ロ
ン
・
ミ
ュ
エ
ク
〜

市
で
整
備
を
進
め
て
い
る
野
外
芸
術
文
化
ゾ
ー

ン
に
つ
い
て
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
文
書
広
報
係
（
☎
㉓
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１
１
内
線
１
５
６
）

　

四
瀧
と
は
、
白
絹
の
滝
、
白
糸

の
滝
、
不
老
の
滝
、
双と
も
し
ら
が

白
髪
の
滝

で
、
国
道
に
立
ち
左
右
を
見
渡
す

と
、
四
つ
の
滝
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
こ
の
場
所
を
、
桂
月
は

「
一ひ
と
め
よ
た
き

目
四
瀧
」
と
名
づ
け
て
い
ま

す
。

　

川
千
島
は
、
奥
入
瀬
渓
流

阿あ
し
ゅ
ら

修
羅
の
流
れ
の
上
流
に
あ
り
ま

す
。
桂
月
が
別
の
書
で
は
、
千
島

を
九
十
九
島
と
も
書
い
て
い
て
、

現
在
で
は
「
九
十
九
島
（
く
じ
ゅ

う
く
し
ま
、
ま
た
は
つ
く
も
じ

ま
）
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

千
丈
幕
は
、
御
倉
半
島
の
断だ
ん
が
い崖

で
、
桂
月
の
絵
で
分
か
る
よ
う
に

湖
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
…
何
か
名
あ
る
か
と
問
え
ば
、

無
し
と
い
ふ
。
千
丈
幕
と
名
付
け

て
如い

か何
に
と
云
え
ば
、み
な
可
と

称
す
。
…
」
と
紀
行
文
に
あ
る
よ

う
に
、
千
丈
幕
の
名
付
け
親
は
桂

月
で
す
。

　

こ
の
３
カ
所
は
、
観
光
ガ
イ
ド

が
必
ず
案
内
す
る
名
所
で
す
。

　

大
町
桂
月
は
、
『
十
和
田
湖
三
絶
景
』
と
称
し
て
次
の
３
カ
所
を
選
び
、
和
歌

と
と
も
に
絵
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
桂
月
が
推
薦
す
る
『
十
和
田
湖
三
絶
景
』
を
紹
介
し
ま
す
。

一ひ
と
め目

四よ

瀧た
き

川
千
島

千
丈
幕

５
ｍ
の
少
年
像
や
、
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
た
½  
サ

イ
ズ
の
分
娩
直
後
の
母
子
像
な
ど
、
こ
と

ご
と
く
平
均
的
な
身
体
サ
イ
ズ
か
ら
懸
け

離
れ
て
い
て
、
鑑
賞
者
に
ど
こ
か
奇
妙
な

感
覚
を
与
え
ま
す
。
ミ
ュ
エ
ク
の
超
リ
ア

ル
な
表
現
法
は
、
空
間
の
ス
ケ
ー
ル
を
ゆ

が
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
本
質
や
身

体
の
持
つ
、
ふ
だ
ん
気
づ
か
な
い
特
異
性

を
余
す
こ
と
な
く
鑑
賞
者
に
さ
ら
け
出
し
、

問
い
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

本
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
複
数
の
作

品
提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
女

性
の
像
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
は
母
性
の

象
徴
で
あ
り
、
こ
の
巨
大
な
女
性
像
は
新

し
い
も
の
を
生
み
出
す
存
在
と
し
て
、
新

し
い
美
術
館
の
誕
生
、
そ
し
て
本
市
や
鑑

賞
者
の
未
来
を
も
祈
念
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。


